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　タイプB CAIは、その化学的、同位体的特徴から、部分溶融による元素の蒸発、同位体分別を伴う加熱イベ

ントを経験したと考えられている[1,2]。先行研究(e.g.[1-5])からは、これらの特徴が真空中でのCAI組成のメル

トからの蒸発実験によって再現できることが分かっている。しかし、真空中での蒸発の挙動が実際の原始太陽

系円盤のような低水素圧環境下でのCAI組成メルトの蒸発を十分に説明しうるかについては定かではな

い。Richter et al. [2]では、1500°C、 PH2=2×10-4 bar での蒸発実験をおこなったが、真空実験との直接的な

比較はおこなわれていない。よって本研究では1600°CでCAI組成メルトの蒸発実験をおこない、真空中、低水

素圧中でのMgとSi蒸発の挙動について報告する。 

 

 

　出発物質は、[6]のフォルステライトを含有するCAIに近い組成のものを用いた。低水素圧実験は北海道大学

で1600°C, 水素圧1.6×10-4 barの条件下でおこなわれた。真空実験は[2-5]と同様の実験手順でシカゴ大学でお

こなわれた。実験前、実験後にはそれぞれサンプルの質量と表面積の測定をおこなった。組織、化学組成分析

にはOxford AZtec X線マイクロアナライザを搭載したTESCAN LYRA3 FIB/FESEMを用いた。 

 

 

　サンプルの質量減少と表面積から蒸発速度の計算をおこなったところ、低水素圧実験ではSiはMgより

~35%速く蒸発した(JMg ~1.4×10-7 and JSi ~1.9×10-7 moles/cm2/s)。さらに真空中実験では、SiとMgの蒸発速

度は低水素圧条件下に比べ40倍遅いことがわかった。SiとMgの蒸発速度は水素中と真空中で異なるにも関わ

らず、蒸発によるメルトの組成変化はほぼ同じであった。 

 

 

　この実験で求められた真空でのMgの蒸発速度は1600°CでのCAIBメルトの蒸発速度実験値に比べわずかに高

かったが、高温での蒸発速度からの外挿とよく一致した[3]。また、1600°C, 水素圧1.8×10-4 barにおける

MgとSiの蒸発速度から推定した蒸発係数は0.07であった。蒸発係数~0.07という値は、真空蒸発の蒸発係数と

も整合的であった。すなわち、水素は蒸発を促進するが、蒸発に対する障壁は真空と変わらず、メルトの性質

によると考えられる。 
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